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背景

･検査室のコスト削減の陰で、質の問題を置き去
りにする危険性を示せる根拠は未だ確立されて
いない

･そこで本学会臨床検査室医療評価委員会では、
検査室の質を構成する要素を網羅的に分類、整
理し「病院内検査室の満たすべき要件(案)」を会
員に報告した

･ただし数値的根拠を示すには至らず、また異な
る施設間や施設内での比較も困難である
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目的

要件(案)の各要素につき数値または指数化デー
タを入力すると、検査室の質の総合指標を収支
と同時に計算、表示するプログラムを作成し、
客観的に質を評価する指標を明示・共有する共
通基盤としての有効性を検証する
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方法（１）

･データ項目の選択や計算時に与える比重、指標
の利用目的等は、すべて利用者に委ね、現時点
では評価目的のプロトタイプなので、本学会の
保証や推奨はないことを明示する

･ホームページ上に表示される入力画面に、前述
の数値等を入力すると、グラフが表示される
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方法（２）

･公開サーバとセキュリティを確保した非公開
サーバを用意し、公開の同意が得られた施設は
前者にデータを入力する

･非公開施設は、守秘義務の遵守と自施設のデー
タ入力を条件に、後者を用いて自施設と他の非
公開施設のデータを互いに閲覧できる
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結果

･匿名を条件に６施設から公開の同意が得られた

･試用実験を経て、各施設にアンケートを実施し
た結果、施設や検査科毎の特性への配慮、間欠
的な資本的支出による変動回避、各指標の充実
や細項目の改善、計算ロジックの明示、政策決
定担当者や医療事務担当者向けの解説等の要望
が寄せられた

･少なくとも現段階では、これらの議論の契機あ
るいは土台となる効果が確認された
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今後の課題

･コスト指標の計算手法の確立

･代表的検査項目の１テストあたりのコスト

･施設規模による補正

･各項目の指数化ルールの確立

･各項目の意義についての議論

･開発を遂行する場の確立
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ご静聴ありがとうございました

ご連絡先
mn@iuhw.ac.jp
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